
発行 五所川原市 

〒037 
青森県五所川原市字岩木町12 

0173-国211 1ffi 
編 集 総務部秘書企画課

印 刷 和 光 印 刷 

市の人口 総数51,209人（男24,564・女26,645) 世帯数14,875 (3 月31日現在） 	（毎月 2 回 1日・15日発行） 

一■一広報 

③ごしかわら 

章 （昭和59年10月 1日制定） 市 民 憲 

.： わたくしたちの先人は、不梶不屈の五所川原 
】i．魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
':‘開き、今日の活力に溝ちた五所H原市を築き 

昭和62年 

Ko.637 

《り
 1

 

一
 4

 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

0平和を愛レ、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 

"i： 上げました。 
り わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
'i. い視野に立って西北津軽の人マと協調 
':, し、郷土の限りない発展を願って、こ
ら こに市民憲章を定めます。 

交通安全を願い 

黄色安全帽贈る 

、  
縄 ‘ 層．「『戸ン 森田市長に契粘］笹干を手渡される入江取締 

子供達に帽子を贈る森田市長（左） 	 役営業部長（左） 

，

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
・
 

き
っ

と
お
役
に
立
ち士
子

o
 

昨
年
末
、
造
成
工
事
が
完
了

し
た
漆
川
工
業
団
地
に
、
東
京

に
本
社
が
あ
る
半
導
体
等
の
ガ

ス
製
造
会
社
の
進
出
が
決
ま
り
、
 

こ
の
ほ
ど
エ
場
用
地
の
土
地
売

買
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
 

か
ね
て
か
ら
，
漆
川
工
業
団

地
に
工
場
用
地
の
売
買
子
約
を

し
て
い
た
、
株
式
会
社
巴
商
会
 

（
斉
藤文

一
取
締
役
社
長
）
は
、
 

去
る
三
月
三
十

一
日
、
入
江
取

締
役
営
業
部
長
ら
が
来
庁
し
、
 

森
田
市
長
立
ち
合
い
の
も
と
に
、
 

吉
岡
土
地
開
発
公
社
理
事
長
と
 

市
で
は
、
小
学
校
の
入
学
式

が
行
わ
れ
た
四
月
七
日
、
小
学

校
、
児
童
館
、
保
育
園
な
ど
に

新
入
学

（
園
）
し
た
児
童
、
園

児
合
わ
せ
て
約
二

】
〇
〇
人
に
、
 

交
通
安
全
を
願
い
黄
色
安
全
帽

を
贈
り
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
こ
の
日
，
中
央

小
学
校

（
竹内
武
治
校
長
・
児

童
数
四
四
八
人
）
を
訪
間
し
、
 

新
入
学
児
童

（
九
一
人
）
に
 
「
 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
、
し

っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
述
べ
た
後
、
黄
色
安
全
帽
を
 
 

エ
場
用
地
三
千
三
百
平
方
H
の

土
地
売
買
契
約
書
の
取
り
交
わ

し
を
行
い
、
巴
商
会
の
進
出
が

本
決
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

同
社
は
、
ガ
ス
及
び
関
連
商

品
の
専
門
商
社
と
し
て
は
業
界

の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
、
 

漆
川
工
業
団
地
へ
の
進
出
企
業

と
し
て
は
、
日
立
東
部
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ

（
株
）
津
軽
工
場
に

次
ぐ
二
番
目
の
会
社
と
な
り
ま

す
。
 

市
で
は
、
今
後
さ
ら
に
企
業

誘
致
活
動
に
全
力
を
あ
げ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
ほ
か
安
田
火
災

海
ト
保
険
囲
か
ら
ワ
ッ
ペ
ン
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
ら
れ
た
新

入
学
児
童
を
代
表
し
て
、
高
橋

克
寿
く
ん
、
四
ツ
橋
鮎
子
さ
ん
、
 

山
上
悟
く
ん
の
三
人
が
「
車
に

気
を
つ
け
て
歩
き
ま
す
。
ど
う

も
あ
リ
が
と
乙

」
ざ
い
ま
し
た
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

車
を
運
転
さ
れ
る
方
”
黄
色

い
帽
子
は
一
年
生
で
す
。
ス
ピ
 

ー
ド
は
控
え
目
に
ノ

・
 

巴
商
会
の
進
出
決
ま
る
 

 

漆
川
工
業
団
地
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五
所
川
原
地
域
工
業
振
興
懇

談
会

（
会長
・
辻
茂
青
森
職
業

訓
練
短
期
大
学
校
長
）
で
は
先

に
会
議
を
開
き
、
地
域
の
文
化

を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ

ッ
ジ

（
地
域
振興
大
学
）
の
実
 

現
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地

元
企
業
の
技
術
力
を
ア
ッ
プ
す

る
た
め
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グル
ー
 

プ
を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
決
め

ま
し
た
。
 

産、学、官の代表者による地域工業振興懇談会 

産
、
学
、
官
が
連
携
し
人
材
と
地
元
企
業
の
育
成
 

同
懇
談
会
は
、
誘
致
企
業
、
 

地
元
企
業
、
青
森
職
訓
短
大
、
 

五
所
川
原
市
な
ど
産
、
学
、
官

交
流
の
場
と
し
て
昭
和
六
十
年

に
発
足
。
以
来
三
年
目
を
迎
え
、
 

こ
れ
ま
で
の
情
報
交
換
の
場
に

と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
的
な
テ
ー
 

マ
を
掲
げ
本
格
的
な
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
第
一
は
 
「コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
 
の創
設
。
構
想

で
は
、
広
く
市
民
を
対
象
に
パ

ソ
コ
ン
、
 コ
ン
ピ
ュー
タ
ソ
フ

ト
技
術
、
知
識
と
し
て
の
理
数

教
育
な
ど
を
中
核
に
す
え
た
手

づ
く
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
立

て
、
基
礎
、
専
門
コ
ー
ス
な
ど

を
設
け
、
 一
定
レ
ベ
ル
以
上
に

達
し
た
受
講
者
に
は
修
了
証
書

を
発
行
す
る
と
い
う
も
の
。
一
」
 

れ
に
は
、
理
数
系
に
強
い
人
材

を
育
て
工
業
振
興
を
は
か
っ
て

い
こ
う
と
い
う
狙
い
が
込
め
ら
 
 

れ
て
お
り
、
実
現
す
れ
ば
、
地

域
の
文
化
の
向
上
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
 「西
北
五
の

小
、
中
、
高
校
で
の
理
数
科
教

育
の
充
実
も
大
切
」
と
の
観
点

か
ら
、
当
面
市
町
村
に
そ
の
充

実
強
化
を
要
望
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

第
二
は
 
「ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
 

ー
プ
」
 
の
設置
。
こ
れ
は
、
地

元
企
業
の
技
術
力
を
ア
ッ
プ
さ

せ
、
誘
致
企
業
の
外
部
発
注
を

少
し
で
も
多
く
地
元
企
業
が
受

注
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
た

め
の
も
の
。
こ
れ
ま
で
は
、
誘

致
企
業
と
地
元
企
業
が
提
携
し

よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
接
点
が

見
い
出
せ
ず
、
ま
た
情
報
交
換

も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
 

こ
の
た
め
誘
致
企
業
、
地
元
企

業
、
県
中
小
企
業
振
興
公社
、
 

青
森
職
訓
短
大
な
ど
で
構
成
す
 
 

る
ワ
ー
ギ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
、
情
報
交
換
や
調
整
を
行

い
地
元
企
業
育
成
の
手
立
て
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。
 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
中
核
と

な
る
青
森
職
訓
短
大
で
は
、
聴

講
生
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
地
域
に
開

か
れ
た
大
学
と
し
て
広
く
社
会

人
に
も
門
戸
を
開
放
、
 一
般
市

民
は
も
と
よ
り
誘
致
企
業
、
地

元
企
業
な
ど
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
短
大
で

は
希
望
が
あ
れ
ぱ
講
師
の
派
遣

も
考
え
て
お
り
、
企
業
内
教
育

に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
 

地
域
の
エ
業
振
興
に
あ
た
っ

て
産
、
学
、
官
が
連
携
し
、
人

材
と
地
元
企
業
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
こ
の
試

み
に
期
待
が
集ま
っ
て
い
ま
す
。
 

〔
‘
 
即
洋
 

傘
一
一
 

明
日
の
た
め
 

今
日
を
見
直
す
 

居
住
年
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'
 

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
 

世
界
の
平
和
と
安
全
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
人
類
の
共

通
の
願
い
で
あ
る
。
 

し
か
る
に
、
核
軍
備
の
拡

張
は
依
然
と
し
て
行
わ
れ
、
 

人
類
の
生
存
に
深
刻
な
脅
威

を
与
え
て
い
る
。
 

わ
が
国
は
、
世
界
唯

一
の

被
爆
国
と
し
て
、
被
爆
の
恐

ろ
し
さ
、
被
爆
者
の
苦
し
み

を
声
を
大
に
し
て
全
世
界
の
 

人
々
に
訴
え
、
再
び
こ
の
地

球
上
に
広
島
・
長
崎
の
あ
の

惨
禍
を
繰
リ
返
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。
 

わ
た
く
し
た
ち
五
所
川
原

市
民
は
、
郷
土
の
限
り
な
い

発
展
を
願
っ
て
市
民
憲
章
を

定
め
、
平
和
を
守
り
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と

し
た
。
 

わ
た
く
し
た
ち
五
所
川
原
 

市
民
は
、
非
核
三
原
則
の
完

全
実
施
を
願
い
、
平
和
を
愛

す
る
世
界
の
人
々
と
共
に
恒

久
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
を

決
意
し
、
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。
 

以
上
、
決
議
す
る
。
 

昭
和
6
1年
9
月
2
9日
 

五
所
川
原
市
議
会
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(
 

濡
能
な
ェ
ン
ン
ー
 

‘
益
画
に
つ
い
て
ご

意
見
を
 

」
棚
謁
棚
調
圏
調

“
“
 

お
寄
せ
く
だ
さ
い
 

 

青
森
職
訓
短
大
で
卒
業
式
 

  

「核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
官
喜
ど
 

津
軽
地
域
唯
一
の
工
科
系
大

学
で
、
高
度
技
術
に
対
応
し
た

実
践
技
術
者
の養
成
校
で
あ
る

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
（
 

辻
茂
校
長
）
で
三
月
二
＋
日
、
 

第
二
回
生
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
 

七
十
三
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
巣

立
ち
ま
し
た
。
 

式
に
は
、
辻
校
長
を
は
じ
め

卒
業
生
と
そ
の
父
母
、
来
賓
、
 

教
職
員
な
ど
約
百
五
十
人
が
出

席
。
ま
ず
辻
校
長
が
卒
業
生
一

人
ひ
と
り
に
卒
業証
書
を
手
渡
 
 

し
た
後
、
 「本
校
で
培
っ
た
若

い
力
強
い
パ
ワ
ー
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
、
輝
や
か
し
い
二
十

一
世
紀
（
向
け
て
社
会
の
為
に

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

生
涯
を
通
じ
て
学
市
心
を忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
県
知
事
代
理
の
藤

川
直
迫
出
納
長
の
祝
辞
に
続
き

森
田
市
長
が
 
「本市
を
中
心
と

す
る
西
北
津
軽
は
厳
し
い
現
実

で
は
あ
リ
ま
す
が
、青
森
テ
ク
 
 

ノ
ポ
リ
ス
の
指
定
、
半
島
振
興

法
の
一
次
指
定
、漆
川
工
業
団

地
の
建
設
に
伴
う
企
業
立
地
等
、
 

本
格
的
な
開
発
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
青
森
職
訓
短
大
に
寄
せ

る
期
待
は
誠
に
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ

ん
、
有
能
な
技
術
者
と
し
て
、
 

ま
た
人
間
性
豊
か
な
社
会
人
と

し
て
大
成
し
て
く
だ
さ
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
電
子
科
の
木
村
史
子
さ

ん
が
「
本
校
の
卒
業
生
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
学

ん
だ
技
術
と
技
能
を
発
揮
し
、
 

母
校
の
名
誉
を
高
め
る
よ
う
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

今
回
、
同
校
を
卒
業
し
た
の

は
生
産
機
械
科
十六
人
、
金
属

成
形
科
十
七
人
、
電
子
科
二
十

四
人
、
建
築
設
備
科
十
六
人
の

合
わ
せ
て
七
十
三
人

（う
ち
女

子
三
人
）
で
、
就
職
地
は
県
内

が
約
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

平
和
の
維
持
・
促
進
に
は
、
 

国
民
の
平
和
へ
の
意
識
高
揚
が

最
も
大
切
で
す
。
昨
年
は
「
国

際
平
和
年
」
と
し
て
、
ま
た
我

が
国
が
国
連
加
盟
三
十
周
年
と

し
て
、
平
和
の
維
持
・
促
進
を

願
っ
て
国
内
外
で
い
ろ
い
ろ
な

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
市
で
も
昨
年
、
市
議
会
第

四
回
定
例
会
で
「
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
 

が
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
 
 

案
さ
れ
満
場

一
致
で可
決
。
本

市
が
、
世
界
の
平
和
と
安
全
を

願
っ
て
「
平
和
都
市
」
で
あ
る

こ
と
を
（昌
ロ
し
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
の
 
「平
和
都
市

宣
言
」
の
趣
旨
を
市
民
に
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
 

講
演
会
の
開
催
等
具
体
的
企
画

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
市
民
か

ら
広
く
求
め
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
お
考
え
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
 

連
絡
先
 
市
秘
書
企
画
課
広
報

係
（
。
⑧
二
一
一
一
番
 内

線
三
一
八
・
三
一
九
番
）
 

卒業式で祝辞をiilミべる森田市長 
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昭
和
六
十
二
年
 

谷
長
 
五
所
川
原
合
同
除
 

絵
 
厄
祈
願
祭
実
行
委
 

員
会

（長
内
久
実

行
委
員
長
）
で
は

三
月
二
十
日
、
市

福
祉
基
金
に
五
万
 

総
灘
雑
一
 

醸

薮
副
委
貝
長
、
葛
西
 

‘
縁
魔「
静
議
 

委
 

融
ぬ
和
婆
緯

恰
九
＋
汰
 

常務理事（左）に手渡さ 
2A見）ご木村さん 
2'人き目）こ加賀谷さ 

五
所
川
原
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（
斎
藤春
雄

会
長
）
で
は
三

月
二
十
五
日
、
 

市
福
祉
基
金
に

と
二
十
万
円
を

寄
付
、
こ
の
日

斎
藤
会
長
と
幹

事
の
佐
々
木
伯

男
さ
ん
、
会
計

の
木
村
静
逸
さ

ん
の
三
人
が
市

役
所
を
訪
れ
、
 

津
軽
三
味
線

滝
栄
会

（
大
邑

滝
雄
会
長
）
で

は
三
月
十
六
日
、
 

大
邑
会
長
、
加

賀
谷
鉄
郎
さ
ん
、
 

中
山
義
悦
さ
ん
、
 

木
村
美
雄
さ
ん

の
四
人
が
市
社

会
福
祉
協
議
会

を
訪
れ
、
福
祉

基
金
に
五
万
一
一

千
五
百
五
十
円

を
寄
付
、
原
田
 

【
 

吉
岡
助
役
に
そ
の
目
録
を
手渡

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
、
吉
岡
助

役
は
「
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
福
祉
向
上
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
プ
で
は
、
五
年
間
に

百
万
円
を
目
標
に
市
福
祉
基金

に
協
力
、
今
回
で
六
十
万
円
と

な
り
関
係
者
か
ら
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

市
太
郎
市
社
協
常
務
理
事
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
滝
栄
会
が
前
日
、
市

民
文
化
会
館
で
開
催
し
た
「
五

周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
 
第

五
回
津
軽
三
味
線
滝
栄
会
発
表

会
」
 
の
益
金を
寄
付
さ
れ
た
も

の
で
、
同
会
か
ら
の
寄
付
は
今

回
で
五
回
目
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
、
原
田
常

務
理
事
は
、「
ご
好
意
に
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
民
体
育
館
で
三
月
ニ
十
八

日
、
市
民
新
春
屋
内
ゲ
ー
ト
ポ
 

ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
参
加
者

は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ンー
ズ
ン
の

開
幕
を
喜
ぶ
と
共
に
親
睦
を
深

め
合
い
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
愛
す
る
市
民
の
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
老
人
ク
ラ

ブ
運
合
会

（
葛
西専
造
会
長
）
 

が
開
い
て
い
る
も
の
で
今
回
が

七
回
目
。
参
加
チ

ー
ム
は
二
十

チ
ー
ム
で
、
最
高
齢
九
十
歳
の
 r

 
山
谷
石
蔵
さ
ん

（
岩
木町
）
を

は
じ
め
約
百
六
＋
人
が
参
加
。
 

開
会
式
で
は
、
葛
西
会
長
が
 

「チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
十
分
に
発

揮
さ
れ
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う

大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
早
速
試
合
が
開
始
さ

れ
、
各
チ
ー
ム
の
選
手
は
冬
期

間
の
練
習
不
足
を
も
の
と
も
せ

ず
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
 

本
市
で
は
昨
年
、
市
老
連
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
部
会
男
子
チ
ー
ム
 
 人

が
市
役
所
に
森
田
市
長
を訪

ね
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
実
行
委
員
会
が

去
る
ニ
月
十
一
日
に
市
中
央
公

民
館
で
開
い
た
合
同
除
厄
祈
願

祭

（
三
頁
一
士
ニ
人
参加
）
の

収
支
決
算
剰
余
金
を
寄
付
さ
れ

た
も
の
で
す
。
 

森
田
市
長
は
こ
の
寄
付
に
対

し
、
 「
ご
芳
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
 

が
全
国
大
会
で第
三
位
に
入
賞

以
来
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
に
対
す

る
市
民
の
関
心
が
大
き
く
盛
り

上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
こ
の
四
月
に
「
五

所
川
原
市
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
協
会
 

（
伊
藤徳
一
会
長
）」
 
が発
足
、
 

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
の
普
及
に
大
き

な
役
割
を
な
す
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
 ぜ

 

会
で
5
万
2
千
円
余
 

ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
2
0万
円
 

合
同
除
巳
「
「行
・
v
で
5
万
ー
千
円
余
 

縮
麟

捌
鷺
《
轍
竪
欝
』
 



い
つ
、
い
か
な
る
と
き
で
も
 

る
と
き
の
習
慣
に
し
て
し
ま
い

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

ー
 

に
乗
 

た
い
も
の
で
す
。
 

反
則
金
 

駐
車
違
反
1
万
円
に
ク
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道交法違反の反則金ー覧表 
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、
 

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
ま
す
か
 

そ
れ
と
も
命
を
縮
め
ま
す
か
 

車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
。
こ
れ
は
車
社
会
の
常
識
で

す
。
道
路
交
通
法
で
は
、
自
動

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、高
速

道
路
だ
け
で
な
く
一
般
道
路
で

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ

ー
 

や
助
手
席
同
乗
者
が
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
な
い
で
車
を
運

転
す
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
行
政
処
分
点
数
一
点
が付
 

督
突
事
故
を
起
こ
し
た
車
は
、
 

い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
の
衝
撃

を
受
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

仮
に
四
階
建
て
の
建
物
の
屋

上
に
立
っ
て
み
た
と
し
ま
す
。
 

高
さ
は
約
十
四
H

。
そ
こ
か
ら

地
上
に
飛
び
降
り
て
、
命
が
助

か
る
と
感
じ
る
人
は
そ
う
多
く

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

時
速
六
十
，ロ
で走
る
車
が
固

定
さ
れ
た
壁
に
垂
直
に
激
突
し

た
と
き
の
衝
撃
は
、
こ
の
四
階

建
て
の
屋
上
か
ら
車
ご
と
真
っ
 
 

加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

し
か
し
、
車
を
利
用
す
る
人

の
中
に
は
、
い
ま
だ
に
こ
う
し

た
き
ま
り
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

機
能
、
目
的
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
な
い
人
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
い
か
に
大

切
な
も
の
か

ー

こ
こ
で
も
う

一
度
考
えて
み
る
こ
と
に
し
ま

し
よ
う
。
 

逆
さ
ま
に
落
ち
た
と
き
の
衝
撃

と
同
じ
で
す
。
 

自
分
は
安
全
運
転
を
心
が
け

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て

も
、
反
対
車
線
の
車
が
い
き
な

り
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
 

つ
ま
り
時
速
六
十
％
で
車
を

走
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
四

階
建
て
の
屋
上
の
ふ
ち
に
腰
を

お
ろ
し
て
い
る
状
態
と
同
じ
で

あ
る
、
と
考
え
ら
れ
な
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。
 

庫
の
運
転
は
常
に
危
険
と
隣

合
わ
せ
ー
ル

命
綱
ク
と
し
て

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
、
 い
か
に
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
窮
屈
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
ベ
ル
ト
を
ク
リ

ッ
プ
な
ど
で
緩
め
て
着
用
し
て

い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
で
は
い
ざ
と
い
う
と

き
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
力

は
百
智
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
安
全
性
が
高
い
と
い

わ
れ
る
三
点
式
ベ
ル
ト
も
、
着

用
方
法
を
誤
る
と
首
に
巻
き
つ
 

ち
ょ
っ
と
近
く
ま
で
買
物
に

行
く
だ
け
だ
か
ら
。
子
ど
も
を

幼
稚
園
に
送
る
だ
け
だ
か
ら

・
・・

…
と
い
っ
て
、
子
ど
も
を
助
手

席
に
立
た
せ
た
り
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
な
い
で
運
転
し
て

い
る
お
母
さ
ん
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
 

し
か
し
、
死
亡
事
故
発
生
ま
 
 

大
切
な
も
の
で
あ
る
か
が
分
か

り
ま
す
。
 

い
た
り
し
て
か
え
っ
て
危
険
で

す
。
万
が
ー
の
事故
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
常
に
正
し
く
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。
 

ま
た
、
子
ど
も
に
は
後
部
座

席
の
ニ
点
式
ベ
ル
ト
を
着
用
さ

せ
る
か
、
子
ど
も
用
の
補
助
シ
 

ー
ト
を
使
用
し
た
い
も
の
で
す
。
 

で
の
運
転
時
間
を
調
べ
た
調
査
 

（
警察
庁
）
に
よ
る
と
、出
発

し
て
三
＋
分
以
内
の
事
故
が
、
 

全
体
の
六
十
い”
近く
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
だ
か
ら
、
 

ち
ょ
っ
と
の
時
間
だ
か
ら
 

と
い
っ
た
心
の
ス
ギ
が
、大
き

な
事
故
を
呼
ん
で
い
る
と
い
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

道
交
法
の
一
部
改正
で
、
反

則
金
が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
、
 

四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
普
通
車
の
ス
ピ
 

ー
ド
違
反
十
五
，・
未満
が
現
行

の
六
千
円
か
ら
九
千
円
（
、
駐

車
違
反
も
現
行
の
五
千
円
か
ら

一
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
 
 

た
。
ま
た
、
罰
則
が
適
用
さ
れ

る
反
則
行
為
に
も
反
則
金
が科

せ
ら
れ
る
な
ど
、
範
囲
が
拡
大

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

違
反
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
市
交通
防
犯
対
策
室
）
 

鷺
鷺
羅
（
伽
鞭）
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▽
受
給
資
格
者
 

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
一

日
以
後
に
生
れ
た
児
童
を

含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
二
人
以
上
養
育
し
て
い

そ
」
と
。
又
は
小
学
三
年

生
終
了
前
の
児
童
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

入
以
上
養
育
し
て
い
る
こ

と
。
 

な
お
、
児
童
に
つ
い
て

は
、
自
分
の
子
ど
も
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
子
を
養
育
し
て
い
れ
 

児
童
手
当
改
正
の
お
 

ば
受
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

前
年
の
収
入
が

一
定
の
額
以

上
の
方
は
児
童
手
当
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

▽
支
給
額
 

児
童
手
当
の
額
は
、
二
人
目

の
二
歳
未
満

（
昭
和
六
十
ニ年

四
月
一
日
現
在
）
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
月
額
一
一五
〇
〇
円
、
 

三
人
目
以
降
小
学
三
年
生
終
了

前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
，
月

額
五
〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

し
ら
せ
 
4
月

1
日
か
ら
 

2
人
目

の
子
ど

も

に
支
給
 

▽
新
し
い
児
童
手
当
制
度
の
実

施
方
法
 

児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
ニ
人
以
上
養
育
し
て

い
る
人

（
そ
の
う
ち

一
人
以
上

が
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
 

に
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
実
施

し
ま
す
が
、
段
階
的
に
支
給
対

象
が
変
わ
り
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
か
ら
は
、
改
正
さ
れ
た
制

度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。
 

一
年
目
（
昭
和
六
十
ニ
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三
 

月
三
十

一
日
ま
で
の
間
）
 

第
二
子
分
は
、
昭
和
六
＋
一
一

年
四
月

一
日
現
在
で
満
四
歳
未

茜
。
 

第
三
子
以
降
分
は
、
昭
和
六

十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
満
九

歳
未
満
。
 

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
は
、
第
二
子
以
降
義
務
教
育

就
学
前
の
児
童
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

（
 

。
内
線
二
七
六
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

協
健
占
昌
ジ
自
ギ
ン
壕
 

『
コ
ー
ス
走
り
初
め
会
』
 

市
民
の
健
康
と
体
力
の
 

▽
集
合
場
所
 
市
役
所
裏

増
進
を
図
る
た
め
設
定
し
 
河

川
敷
広
場
 

て
い
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

ー
 

▽
距
離
 
約
三
キ
ロ
メ
ー
 

ス
の
走
り
初
め
会
を
次
の
 
ト
ル
 

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

▽
服
装
 
軽
い
運
動
の
で
 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
 

き
る
服
装
 

加
く
だ
さ
い
。
 

※
間
い
合
わ
せ
は
、
市
教
 

▽
日
時
 
四
月
二
十
九
日
 

育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

（
祝日
）
午
前
六
時

ー
 

（か
内
線
二
五
O
番
）
 

七
時
 

（
ど
う
ぞ
。
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農家の皆さんへ 

昭和6瀧度農業日獲護盗． 
等機械賃精料 

標準額‘表 
市農業委員会 

1．農業日雇賃金 

田
畑
別
 
森二一こご 標 	J II 	額 

男 女 

水
 
田
 

田 	植 1日当り賄なし 4,200円 4,200円 

稲 	刈 'I 4,200円 4,200円 

脱 穀 調 整 4.200円 4,200円 

畑
  

り んご勇定 

（特技者を除く） 
1日当り賄なし 5, 3( 旧円 

り ん ご授粉 'F 4.000円 4.000円 

り ん ご摘果 'I 4,000円 4,000円 

り ん ご袋掛 1 	日 	当 	り 4, 2( ]0円 

り ん ご収穫 1日当り賄なし 3,800円 3,800円 

ョ 各剤散布作業 'F &800円 3.800円 

ー般農作業 'I 3,800円 3,800円 

2．耕転機等賃借料 

機
械
名
 

作 	業 	別 標 準 額 

耕ト 

ラ 

転ク 

タ 

機I 

田 	打 	砕 	き lOa当リ 4,900円 

畑 	打 	砕 	き I, 4,900円 

田 	荒 	しろかき 10 a 当り（ 2回） 3,900円 

田 	植・ しろかき F, 	" 3,900円 

耕起より 	しろかき 10a当り 13,000円 

ノく 	イ 	ン 	ダ 	ー 糸持1 Oa当り 8,800円 

― べ ス タ ― 人付1 Oa 当リ 5,800円 

コ 	ン 	バ 	イ 	ン I, 

16,000円 

17,000円 
（結東刈り） 

10,000円 
（麦） 

田 	植 	機 F, 4,900円 

オペレ一 タ 一 賃 金 1 	日 	当 	り 6,500円 

*f日の労働時間を 8時間とし、賄なしを基準とします 

4月1日から標準小作料が次のようになりました 
国水田標準小作料（lOa当り） 

区 	分 
改訂標準小作料 

等 	級 収穫最 

全 域 660kg 47,000円 

図普通畑の標準小作料（lOa当り） 

等 級 改訂標準小作料 

全 域 15,000円 

回 りんご畑の標準小作料（lOa当り） 

区 分 
デ 混 	合 

未成園 成 	園 未成園 成 	園 
改訂標準
小作料 40,000円 54,000円 39,000円 52,000円 



日
時
 
四
月
十
七
日

（
金）
か
 

ら
二
〇
日

（
月
）ま
で
 

場
所
 
市
役
所前
お
祭
リ
広
場
 

行
事
内
容
 

〇
庭
園
樹
等
展
示
即
売
会
 

一
般庭
園
樹
、
は
ち
花
類
、
 

園
芸
用
品
 

o

入
学
記
念
樹
贈
呈
 

〇
苗
木
の
無
償
配
布
 

期
間
中
苗
木
を
無
償
配
布
し
 

ま
す
。
 

o

花
木
類
の
植
替
え
管
理
及
び
 

芝
生
の
張
替
え
講
習
会

（
四月

十
七
日
午
後
一
時
）
 

o

電
話
試
演
サ
ー
ビ
ス
 

各
種
電
話
器
の
展
示
即
売
及
 

び
相
談
を
い
た
し
ま
す
。
 

o

木
工
品
コ
ー
ナ
ー
 

木
工
品
、
緑
花
木
の
展
示
即

売
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
 一

般
市
民
を
対
象
に
「
花
と
緑
の

相
談
所
」
を
開
設
し
、
 「緑
の

羽
根
」
の
募
金
も
行
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
や
ニ
十
歳
前
の
傷
病
に

よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者

が
、
厚
生
年
金
や
恩
給

・
共
済

年
金
な
ど
公
的
年
金
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
年

金
額
の
調
整
の
た
め
に
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
 

も
し
、
こ
の
届
出
が
遅
れ
ま

す
と
過
払
い
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
，
受
け
た
年
金
を
返
納
 

（
市保
険
年
金
課
）
 

老
齢
福
祉
年
金

等

の
受
給

者
が

他

の
公
的
年
金

を
受
け

た
と
き

に
は
届
出
が

必
要
で

す
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。
 

市
役
所
の
年
金
係
に
届
出
の

際
に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
証
書

ま
た
は
障
害
基
礎
年
金
証
書
と

受
給
し
た
公
的
年
金
証
書

（以

前
か
ら
の
受
給
者
は
最
近
の
改

定
通
知
書
）
お
よ
び
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
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~讐圏囲囲圃固園~ 
午後 2 時～ 4 時 	 ~ 

（以後毎月第 3 土曜日開催） 	I 

ン場 所 市中央公民館 	 ~ 

ン講 師 小山英治氏（市立栄小学校教諭）  i 
~ ンテキス ト代 1・000円（当日牽内入） 	~ 

~レ申し込み先 市歴竺民俗資料館 	~ 
~ 	 (1'Q身9 555番 佐藤） 	~ 

~王  催 北奥文化研究会 	I 
~ 	 市教育委員会 	 ~ 

、”ーーー冒．.，ー，。．.，“一ーー一”“ 

通舞轟舞種醸雲 
雪解けとともに河川や公園等、いたる所に空カ

ン、 ビニール、紙くずなどが目につく ようになり

ました。 

私たちの公共施設を快適に利用するため、次の

運動にご協力をお願いします。 

〇町内会、協会、 クラプ等組結，ぐるみの清掃 

〇ごみは指定された場所」』I外には絶対に捨てない

〇車から空カン、 タバコのIl及いがら等ク）ポィ捨て

はJくつらなし、 

ごみ」収集用のビニール袋など

についてのお間い合わせは、 

市衛生課（か⑩ 2 1 1 1番内線 

26 9 番）又は都市建設課（内

線 2 3 1番）へどうぞ。 

市公共下水道 

関係図面の縦覧をノ 

受益者負担金の「負担区」「賦課対象区域」 
「供用及び処理開始区域」 

レ縦覧期間 4 月 1 日～ 4 月30日（平日は午前 

B 時30分から午後 4 時45分まで。 土曜日は午

前 8 時30分から午後零時15分まで。） 

4 月 1 日から、元田丁、雛田、新町一、柳町、 

寺町、岩木町一、川端町、敷島町一、錦I町、若葉

―丁目の各地区の一部を供用月Iは台したので、 

その関係図面の縦覧も行います。 

★受益者負担金とは？ 

公Jまミ下水道が整備Iされると、その区域の環境

や排水が改善され、土地の状態が良くなり、利

用価値が増します。 しかし、この利益はすべて

の市民が得るもので1まなく、その区」或内に土自Il 

を持ち、あるいは住む方のみが利益を受けるこ

とになります。 そこで、受益者に限って利益の

一部を負担金という形て〒、事業に還元していた

だこうというのが 「下水道事業受益者負担金帯リ

座i」 で’す。 

なお、受益者とは土地ii斤有者（地主）のほか

土地権利者も含まれます。 

負
担
金
を

納
め
る
人
 

土地所“者・宋屋所有 
者‘居住者がF］一の場 
合 	 A 

家屈所有者と居住者が 

肱購地所有者力峯 

土地と家屈の所有者カ‘ 

肱 片が異な胃 
耕麟幕難鷲者 
異なる場合 	B 

   

~ 
I 

' 



くみんなの健康教室 ） 
医師会と家庭を結ぶ 「みんなの但弘長教 

室」 が次の日程で開かれます。お気軽に 

おいで‘く fごさし、。 

今回のテーマ 「タバコと酒の害」 

レ日時 4 月24日（斜 午後 1時 

ン場所 市保健センター 

ン講師 兼 平 亘先生 

（兼平内科小児科医院長） 

みんなの健康教室テレフオンサー 

ビス実施中 

合⑩・031 1番 
主催 北五医師会 市民保健協議会 

し
 

I たばこは、市内から買って．/ 
i あなたが市内でたばこをお買

いう】ミめになりますと、たばこI肖 

l 費税が市の収入（たとえばマイ

ノレドセ“ブン1箱につき41円40銭） 

になります。 

爾
 
雛
 

五
所
川
原

短
歌

会
 

タ
ン
ポ
ポ
の
コ
ー
ラ
ス
会
に
春
風
の
橋
渡
リ
ゆ
く
こ
 

こ
ろ
弾
み
て
 

蝦
 
名
 
チ
ョ
ノ
 

連
勉
の
芽
の
ほ
ぐ
れ
ゆ
く
朝
々
を
厨
に
見
つ
つ
家
事
 

に
い
そ
し
む
 

野
 
呂
 
三
枝
子
 

風
邪
の
た
め
臨
時
休
校
せ
し
校
庭
も
の
音
銀
て
雪
の
 

降
り
つ
ぐ
 

開
 
米
 
ふ
じ
え
 

静
か
な
る
噺
春
雨
の
音
を
聞
き
悲
喜
さ
ま
ざ
ま
の
来
 

し
方
想
ふ
 
浜
 

山
 
て
 
い
 

悲
し
み
の
後
を
い
か
に
と
老
い
叔
父
に
福
寿
草
の
鉢
 

た
づ
さ
へ
て
ゆ
く
 
番
 

場
 
允
 
映
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時

内
 

5月の保健センター相談日 
5 月 1 日、 8 日、15日、22日、29日でーす。 （毎

週金曜日） 

時 問 午前10時から午後 3 時まて‘ 

内 容 保健婦が」lil圧測定、尿検査を含めた健 

康相談に応じますので、赤ちゃんから 

お年寄りまでお気軽にご利用ください。 

お問い合わ・せは、市衛生課へ 

（か国2111番 内糸与t268番） 

市役所の電話番号は⑩2111番 

「愛の献血」にご協力を！! 
月 日寺 	 階」 」易 	 可i 

4
 

月
  

27Elの 

午前10時から 
正午まで 

コド田丁 	マルカ 
カ・サイ駐車場前 

午後 1時30分から 
4 時まて→ 

市役所前 
お祭り広場 

乳幼児の健康診査 
ン場 所 月打呆健センター 

ン受イ寸日寺間 午後 1時～ 1時30分まで・ 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尽検査も行いますのて“当日きれいに

洗った小ピンに尿を入れてもってきてくださ

し、。 

※注意（1)6 カ月児健康相談の際に、神経芽細胞

腫（小児がん）の検査セッ トを配イ寸しますが、 

当日つごうで来れーない場合は検査セッ トを衛生

課窓口にて配付一いたしますのて→ 6 カ月、 7 カ月

の赤ちゃんは、・ぜひおいでください。 

※注意（②）病気療養中（特に伝染性の病気）のお

子さんはご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 S62年1月生 5 月12日（火） 健康診査 

6 力 月 児 S61年10月生 5 月19日（火） 健康相談 

1 	歳 児 S61年 4 月生 5 月25日（月） II 	I J 

l歳6力月児 S 60年11月生 5 月26日（火） 健康診査 

3 歳 児 S 59年1月生 5 月21日（木） 'I 	I' 

お問い合わせは、市衛生課（廿内線268,272番） 

へどうぞ。 
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